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六
五
は
じ
め
に
　
地
方
団
体
の
徴
収
金
に
つ
き
納
付
又
は
納
入
の
告
知
が
さ
れ
た
後
、
当
該
被
告
知
人
が
死
亡
し
た
た
め
、
相
続
人
に
対
し
て
、
納
期
限
等
を
定
め
て
そ
の
納
付
等
を
求
め
る
旨
の
通
知
を
し
た
場
合
、
当
該
通
知
に
よ
り
時
効
中
断
（
改
正
法
施
行
後
は
、
時
効
の
「
完
成
猶
予
」
又
は
「
更
新
」）
が
な
さ
れ
る
の
か
ど
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
裁
判
例
で
争
わ
れ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
と
こ
ろ
、
今
般
、
こ
の
点
に
つ
い
て
の
最
高
裁
判
決
が
で
た
の
で
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
こ
と
と
し
た
。
一
、
事
案
の
概
要
⑴　
地
方
税
法（
平
成
二
三
年
法
律
第
一
一
五
号
に
よ
る
改
正
前
の
も
の
）
一
八
条
一
項
は
、
地
方
税
の
徴
収
権
（
地
方
団
体
の
徴
収
金
の
徴
収
を
目
的
と
す
る
地
方
団
体
の
権
利
）
は
、
法
定
納
期
限
等
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
間
行
使
し
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
、
時
効
に
よ
り
消
滅
す
る
旨
を
定
め
る
。
そ
し
て
、
同
条
二
項
は
、
こ
の
場
合
に
は
、
時
効
の
援
用
を
要
せ
ず
、
ま
た
、
そ
の
利
益
を
放
棄
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
旨
を
定
め
、
同
条
三
項
は
、
地
方
税
の
徴
収
権
の
時
効
に
つ
い
て
は
、
別
段
の
定
め
が
あ
る
も
の
を
除
き
、民
法
の
規
定
を
準
用
す
る
旨
を
定
め
る
。
　
　
地
方
税
法
（
平
成
二
九
年
法
律
第
四
五
号
に
よ
る
改
正
前
の
も
の
。
以
下
同
じ
。）
一
八
条
の
二
第
一
項
は
、
地
方
税
の
徴
収
権
の
時
効
は
、
納
付
又
は
納
入
に
関
す
る
告
知
（
一
号
）、
督
促
（
二
号
）
等
の
処
分
の
効
力
が
生
じ
た
時
に
中
断
す
る
旨
を
定
め
る
。ま
た
、民
法（
平
成
二
九
年
法
律
第
四
四
号
に
よ
る
改
正
前
の
も
の
）
一
四
七
条
は
、
時
効
の
中
断
事
由
と
し
て
、
差
押
え
（
二
号
）、承
認
（
三
号
）
等
を
掲
げ
て
い
る
。
⑵
ア　
Ｘ
は
、
平
成
二
〇
年
九
月
二
一
日
、
埼
玉
県
Ｋ
町
が
行
う
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
の
資
格
を
取
得
し
、
同
二
二
年
三
月
一
二
日
、
同
被
相
続
人
に
対
し
て
既
に
納
付
又
は
納
入
の
告
知
が
さ
れ
た
地
方
団
体
の 
徴
収
金
に
つ
き
納
期
限
等
を
定
め
て
そ
の
納
付
等
を
求
め
る
旨
の 
相
続
人
に
対
す
る
通
知
と
消
滅
時
効
の
中
断
𠮷
　
　
岡
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町
に
そ
の
旨
の
届
出
を
し
た
。
な
お
、
同
町
は
、
同
月
二
三
日
、
近
隣
の
市
町
と
合
併
し
て
Ｙ
（
市
）
と
な
っ
た
。
　
　
Ｙ
市
長
職
務
執
行
者
は
、
平
成
二
二
年
四
月
一
日
頃
、
Ｘ
の
父
で
あ
り
、
Ｘ
を
被
保
険
者
と
す
る
国
民
健
康
保
険
に
つ
き
世
帯
主
と
し
て
国
民
健
康
保
険
税
の
納
税
義
務
を
負
う
Ａ
に
対
し
、
平
成
二
〇
年
度
分
の
税
額
を
二
五
万
一
五
〇
〇
円
（
納
期
限
は
同
二
二
年
五
月
三
一
日
）、
同
二
一
年
度
分
の
税
額
を
二
七
万
八
七
〇
〇
円
（
納
期
限
は
同
二
二
年
四
月
三
〇
日
）
と
決
定
し
（
以
下
、
こ
れ
ら
の
決
定
を
「
本
件
各
決
定
」
と
い
い
、
こ
れ
に
よ
り
課
さ
れ
た
国
民
健
康
保
険
税
及
び
そ
の
延
滞
金
に
係
る
債
権
を
「
本
件
租
税
債
権
」
と
い
う
。）、
そ
の
旨
の
通
知
を
し
た
。
　
イ　
Ｘ
は
、
平
成
二
二
年
八
月
四
日
、
Ｙ
を
相
手
に
、
本
件
各
決
定
の
取
消
し
等
を
求
め
る
訴
訟
を
提
起
し
た
が
、
同
二
四
年
五
月
三
一
日
、
上
記
取
消
し
に
係
る
訴
え
は
異
議
申
立
て
を
前
置
し
て
い
な
い
た
め
不
適
法
で
あ
る
な
ど
と
し
て
こ
れ
を
却
下
す
る
判
決
が
確
定
し
た
。
⑶
ア　
Ｙ
は
、
平
成
二
三
年
一
月
二
六
日
、
Ａ
に
対
し
、
本
件
各
決
定
に
基
づ
く
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て
督
促
状
を
発
し
た
。
　
イ　
Ａ
は
、
平
成
二
三
年
一
一
月
一
八
日
に
死
亡
し
た
。
　
ウ　
Ｘ
は
、
平
成
二
四
年
一
月
二
四
日
、
Ｙ
に
対
し
、
本
件
各
決
定
に
よ
り
課
さ
れ
た
国
民
健
康
保
険
税
の
う
ち
平
成
二
〇
年
度
分
の
五
万
九
七
〇
〇
円
及
び
同
二
一
年
度
分
の
四
万
一
三
〇
〇
円
を
納
付
し
た
（
以
下
、
こ
の
納
付
を
「
平
成
二
四
年
納
付
」
と
い
う
。）。
　
エ　
Ａ
の
相
続
人
で
あ
る
Ｘ
及
び
そ
の
姉
は
、
平
成
二
四
年
三
月
二
〇
日
、
Ａ
の
遺
産
に
つ
き
、
そ
の
債
務
の
一
切
を
Ｘ
が
承
継
す
る
旨
の
分
割
の
協
議
を
成
立
さ
せ
た
。
　
オ　
Ｙ
市
長
は
、
平
成
二
四
年
一
〇
月
二
五
日
、
納
税
義
務
承
継
通
知
書
と
題
す
る
書
面
に
よ
り
、
Ｘ
に
対
し
、
本
件
租
税
債
権
に
係
る
Ａ
の
滞
納
金
に
つ
き
、
相
続
人
と
し
て
同
年
一
一
月
一
六
日
ま
で
に
納
付
す
る
よ
う
求
め
る
旨
の
通
知
（
以
下
「
本
件
承
継
通
知
」
と
い
う
。）
を
し
た
。
⑷　
Ｙ
市
長
は
、
平
成
二
九
年
一
月
一
〇
日
、
本
件
租
税
債
権
に
つ
き
、
同
日
時
点
で
第
一
審
判
決
別
紙
「
滞
納
明
細
書
」
の
「
未
納
額
」
欄
及
び
「
延
滞
金
」
欄
記
載
の
と
お
り
合
計
六
二
万
四
七
〇
〇
円
の
滞
納
金
が
あ
る
こ
と
を
前
提
に
、
そ
の
滞
納
処
分
と
し
て
、
Ｘ
の
預
金
払
戻
請
求
権
を
差
し
押
さ
え
（
本
件
差
押
処
分
）、
第
三
債
務
者
で
あ
る
銀
行
か
ら
六
二
万
四
七
〇
〇
円
を
取
立
て
た
上
、
同
月
一
三
日
付
け
配
当
計
算
書
に
従
っ
て
、
そ
の
全
額
を
本
件
租
税
債
権
に
配
当
す
る
旨
の
本
件
配
当
処
分
を
し
た
。
⑸　
本
件
訴
訟
に
お
い
て
、
Ｘ
は
、
上
記
滞
納
金
の
う
ち
、
延
滞
金
三
万
九
一
〇
〇
円
に
つ
い
て
は
納
付
義
務
を
負
う
こ
と
を
認
め
る
一
方
、
そ
の
余
の
五
八
万
五
六
〇
〇
円
に
係
る
債
権
（
以
下
「
本
件
係
争
債
権
」
と
い
う
。）
は
時
効
消
滅
し
て
お
り
（
上
記
⑶
ア
の
時
点
か
ら
時
効
が
進
行
し
、
五
年
の
時
効
期
間
が
既
に
経
過
し
て
お
り
）、
本
件
係
争
債
権
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
た
滞
納
処
分
は
違
法
で
あ
る
と
主
張
し
て
、
本
件
配
当
処
分
の
う
ち
本
件
係
争
債
権
に
係
る
部
分
等
の
取
消
し
を
求
め
る
と
と
も
に
、
Ｙ
に
対
し
、
本
件
係
争
債
権
相
当
額
の
金
員
の
支
払
を
求
め
て
い
る
。
　
　
こ
れ
に
対
し
、
Ｙ
は
、
平
成
二
四
年
納
付
（
上
記
⑶
ウ
）
が
債
務
の
承
認
に
当
た
り
、
ま
た
、
本
件
承
継
通
知
（
上
記
⑶
オ
）
が
納
付
又
は
納
入
に
関
す
る
告
知
に
当
た
る
た
め
、
こ
れ
ら
に
よ
り
本
件
係
争
債
権
六
六
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の
消
滅
時
効
は
中
断
し
た
旨
主
張
し
て
い
る
。
⑹　
以
上
の
よ
う
な
状
況
下
、
Ｘ
が
、
上
記
債
権
は
時
効
消
滅
し
て
い
た
な
ど
と
主
張
し
て
、
Ｙ
を
相
手
に
、
本
件
配
当
処
分
の
一
部
（
Ｘ
が
延
滞
金
と
し
て
納
付
義
務
を
認
め
て
い
る
額
を
超
え
る
部
分
）
等
の
取
消
し
を
求
め
る
と
と
も
に
、
当
該
部
分
に
相
当
す
る
額
の
金
員
の
支
払
を
求
め
て
訴
訟
を
提
起
し
た
。
⑺　
第
一
審
判
決
（
さ
い
た
ま
地
判
平
成
三
〇
年
九
月
二
六
日
民
集
七
四
巻
四
号
七
七
〇
頁
）
は
、
Ｘ
が
本
件
各
決
定
に
か
か
る
税
額
を
一
貫
し
て
争
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
す
る
と
、
Ｘ
が
平
成
二
四
年
納
付
の
際
に
納
付
し
な
か
っ
た
部
分
に
つ
き
債
務
を
承
認
し
た
も
の
と
認
め
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
し
て
、
Ｙ
の
主
張
を
排
斥
し
、
本
件
租
税
債
権
は
時
効
消
滅
し
て
い
た
と
し
て
、
配
当
処
分
の
取
消
請
求
を
認
容
し
た
。
二
、
原
審
判
決
の
概
要
　
原
審
（
東
京
高
判
平
成
三
一
年
三
月
二
七
日
民
集
七
四
巻
四
号
七
九
〇
頁
）
は
、
上
記
事
実
関
係
等
の
下
に
お
い
て
、
平
成
二
四
年
納
付
が
本
件
係
争
債
権
に
つ
い
て
の
債
務
の
承
認
に
当
た
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
た
上
、
要
旨
次
の
と
お
り
判
断
し
、
配
当
処
分
の
取
消
請
求
を
棄
却
す
る
と
と
も
に
、
金
員
の
支
払
請
求
に
係
る
訴
え
を
却
下
し
た
。
⑴　
平
成
二
四
年
一
〇
月
二
五
日
に
さ
れ
た
本
件
承
継
通
知
は
、
地
方
税
法
一
三
条
一
項
の
納
付
の
告
知
に
当
た
り
、
同
法
一
八
条
の
二
に
よ
り
時
効
中
断
効
が
あ
る
。
そ
し
て
、
時
効
が
更
に
進
行
す
る
時
か
ら
五
年
が
経
過
す
る
前
の
平
成
二
九
年
一
月
一
〇
日
に
本
件
差
押
処
分
が
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
本
件
係
争
債
権
に
つ
い
て
の
消
滅
時
効
は
完
成
し
て
い
な
い
。
⑵　
Ｘ
に
よ
る
金
員
の
支
払
請
求
に
係
る
訴
え
は
、
行
政
処
分
の
取
消
訴
訟
に
伴
う
義
務
付
け
の
訴
え
と
解
さ
れ
、
配
当
処
分
の
取
消
請
求
を
棄
却
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
行
政
事
件
訴
訟
法
三
七
条
の
三
第
一
項
二
号
の
要
件
を
欠
き
不
適
法
で
あ
る
。
三
、
本
判
決
の
概
要
　
し
か
し
な
が
ら
、
本
判
決
（
最
判
令
和
二
年
六
月
二
六
日
民
集
七
四
巻
四
号
七
五
九
頁
、
判
例
タ
イ
ム
ズ
一
四
八
〇
号
一
〇
三
頁
、
判
例
時
報
二
四
七
三
号
三
頁
、
金
融
法
務
事
情
二
一
五
六
号
七
五
頁
）
は
、
原
判
決
を
是
認
で
き
な
い
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
、
一
部
破
棄
自
判
、
一
部
上
告
棄
却
し
た
。
　
す
な
わ
ち
、「
⑴
ア　
地
方
団
体
の
長
は
、納
税
者
又
は
特
別
徴
収
義
務
者
か
ら
地
方
団
体
の
徴
収
金
を
徴
収
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
こ
れ
ら
の
者
に
対
し
、
納
付
又
は
納
入
す
べ
き
金
額
、
納
付
又
は
納
入
の
期
限
等
を
記
載
し
た
文
書
に
よ
り
納
付
又
は
納
入
の
告
知
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
（
地
方
税
法
一
三
条
一
項
）。
そ
し
て
、
徴
税
吏
員
は
、
納
税
者
等
が
納
期
限
ま
で
に
地
方
団
体
の
徴
収
金
を
完
納
し
な
い
場
合
に
は
、
督
促
状
を
発
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
（
同
法
七
二
六
条
一
項
等
）、
さ
ら
に
、
督
促
を
受
け
た
滞
納
者
が
そ
の
督
促
状
の
発
せ
ら
れ
た
日
か
ら
起
算
し
て
一
〇
日
を
経
過
し
た
日
ま
で
に
こ
れ
を
完
納
し
な
い
と
き
に
は
、
滞
納
者
の
財
産
を
差
し
押
さ
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
（
同
法
七
二
八
条
一
項
一
号
等
）。
こ
の
よ
う
に
、
地
方
団
体
の
徴
収
金
の
徴
収
に
つ
い
て
段
階
的
な
手
続
が
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
る
六
七
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六
八
と
、
同
法
に
お
い
て
、
税
額
等
が
確
定
し
、
そ
の
徴
収
手
続
と
し
て
納
付
又
は
納
入
の
告
知
が
さ
れ
た
地
方
団
体
の
徴
収
金
に
関
し
、
再
度
同
告
知
が
さ
れ
る
こ
と
は
予
定
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
　
ま
た
、
地
方
団
体
の
長
に
よ
る
納
付
又
は
納
入
に
関
す
る
告
知
は
、
私
人
に
よ
る
催
告
と
は
異
な
り
、
地
方
団
体
の
徴
収
金
に
関
す
る
徴
収
手
続
の
第
一
段
階
と
し
て
、
法
令
の
規
定
に
基
づ
き
一
定
の
手
続
と
形
式
に
従
っ
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
同
法
一
八
条
の
二
第
一
項
一
号
は
、
こ
れ
に
つ
い
て
特
に
消
滅
時
効
を
中
断
す
る
効
力
を
認
め
る
こ
と
と
し
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
同
号
の
趣
旨
を
も
併
せ
考
慮
す
る
と
、
同
号
に
基
づ
く
時
効
中
断
の
効
力
は
、
最
初
に
行
わ
れ
た
納
付
又
は
納
入
の
告
知
に
つ
い
て
の
み
生
じ
、
そ
の
後
、
再
度
同
様
の
通
知
が
さ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
の
通
知
は
単
な
る
催
告
と
し
て
の
効
力
を
有
す
る
に
と
ど
ま
る
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
イ　
そ
し
て
、
相
続
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
相
続
人
が
被
相
続
人
の
納
税
義
務
を
承
継
す
る
と
こ
ろ
（
地
方
税
法
九
条
）、
こ
れ
に
係
る
地
方
団
体
の
徴
収
金
に
つ
い
て
、
被
相
続
人
に
対
し
納
付
又
は
納
入
の
告
知
が
さ
れ
て
い
る
と
き
に
は
、
そ
の
効
力
も
相
続
人
に
引
き
継
が
れ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
徴
税
吏
員
は
、
相
続
人
に
対
し
て
直
ち
に
こ
れ
に
続
く
徴
収
手
続
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
、
改
め
て
相
続
人
に
同
告
知
を
す
る
必
要
は
な
い
も
の
と
解
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
お
い
て
、
相
続
人
の
利
益
保
護
等
の
観
点
か
ら
、
督
促
や
差
押
え
に
先
立
ち
、
相
続
人
に
対
し
改
め
て
そ
の
納
付
又
は
納
入
す
べ
き
税
額
を
示
し
、
納
期
限
等
を
定
め
て
そ
の
納
付
等
を
求
め
る
旨
の
通
知
を
し
た
と
し
て
も
、
そ
の
通
知
は
単
な
る
催
告
と
し
て
の
効
力
を
有
す
る
に
と
ど
ま
る
も
の
と
解
す
べ
き
こ
と
は
、
上
記
ア
と
同
様
で
あ
る
。
　
し
た
が
っ
て
、
被
相
続
人
に
対
し
て
既
に
納
付
又
は
納
入
の
告
知
が
さ
れ
た
地
方
団
体
の
徴
収
金
に
つ
き
、
納
期
限
等
を
定
め
て
そ
の
納
付
等
を
求
め
る
旨
の
相
続
人
に
対
す
る
通
知
は
、
こ
れ
に
係
る
地
方
税
の
徴
収
権
に
つ
い
て
、
地
方
税
法
一
八
条
の
二
第
一
項
一
号
に
基
づ
く
消
滅
時
効
の
中
断
の
効
力
を
有
し
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
⑵　
本
件
に
お
い
て
、
Ｙ
市
長
職
務
執
行
者
は
、
Ａ
に
対
し
本
件
各
決
定
を
し
た
上
で
そ
の
通
知
を
し
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
り
、
本
件
租
税
債
権
に
つ
い
て
納
付
の
告
知
を
行
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
Ａ
に
対
し
て
は
、
平
成
二
三
年
一
月
二
六
日
、
更
に
督
促
状
が
発
せ
ら
れ
て
い
る
。
　
本
件
租
税
債
権
の
消
滅
時
効
は
、
上
記
納
付
の
告
知
に
よ
り
中
断
し
、
ま
た
、上
記
の
督
促
に
よ
り
再
度
中
断
し
た
上
、同
日
か
ら
起
算
し
て
一
〇
日
を
経
過
し
た
時
か
ら
更
に
進
行
す
る
こ
と
と
な
る
（
地
方
税
法
一
八
条
の
二
第
一
項
二
号
）
と
こ
ろ
、
そ
の
後
、
平
成
二
九
年
一
月
一
〇
日
に
本
件
差
押
処
分
が
さ
れ
る
ま
で
に
約
五
年
一
一
箇
月
が
経
過
し
て
い
る
。
Ｙ
は
、
こ
の
間
に
お
け
る
時
効
の
中
断
事
由
と
し
て
、
平
成
二
四
年
一
〇
月
二
五
日
に
本
件
承
継
通
知
が
さ
れ
た
こ
と
を
主
張
す
る
が
、
上
記
⑴
で
説
示
し
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
Ａ
に
対
し
て
既
に
納
付
の
告
知
及
び
督
促
が
さ
れ
た
本
件
租
税
債
権
に
つ
き
、
相
続
人
で
あ
る
Ｘ
に
対
し
て
さ
れ
た
本
件
承
継
通
知
は
、
同
項
一
号
に
基
づ
く
時
効
中
断
の
効
力
を
有
す
る
も
の
で
は
な
い
。
　
そ
う
す
る
と
、
本
件
承
継
通
知
に
よ
り
同
号
に
基
づ
く
時
効
中
断
の
効
力
が
生
ず
る
も
の
と
し
た
原
審
の
判
断
に
は
、
法
令
の
解
釈
適
用
を
誤
っ
た
違
法
が
あ
る
。
　
そ
し
て
、
Ｘ
が
、
本
件
各
決
定
の
取
消
訴
訟
を
提
起
す
る
な
ど
、
一
貫
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六
九
し
て
本
件
各
決
定
に
お
け
る
税
額
を
争
っ
て
い
た
こ
と
に
照
ら
し
、
平
成
二
四
年
納
付
の
際
、
そ
の
時
に
納
付
し
な
か
っ
た
本
件
係
争
債
権
に
係
る
滞
納
金
に
つ
き
債
務
の
承
認
を
し
た
も
の
と
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
は
、
原
審
の
説
示
す
る
と
お
り
で
あ
り
、
前
記
事
実
関
係
等
の
下
で
、
そ
の
他
の
中
断
事
由
も
う
か
が
わ
れ
な
い
。
　
以
上
に
よ
れ
ば
、
本
件
差
押
処
分
が
さ
れ
た
時
点
で
、
本
件
係
争
債
権
は
時
効
に
よ
り
消
滅
し
て
い
た
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
本
件
配
当
処
分
の
う
ち
本
件
係
争
債
権
に
係
る
部
分
は
、
租
税
債
権
が
存
在
し
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
さ
れ
た
違
法
な
滞
納
処
分
と
し
て
、
取
り
消
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。　
⑶　
Ｘ
は
、
本
件
配
当
処
分
の
う
ち
本
件
係
争
債
権
に
係
る
部
分
の
取
消
し
を
求
め
る
と
と
も
に
、
附
帯
控
訴
状
に
お
い
て
、
本
件
係
争
債
権
相
当
額
の
金
員
の
支
払
請
求
を
追
加
し
、「
配
当
処
分
の
一
部
取
消
し
に
よ
り
、
残
余
の
金
銭
は
、
滞
納
者
へ
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
な
ど
と
主
張
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
同
請
求
に
係
る
訴
え
は
、
本
件
配
当
処
分
の
一
部
に
瑕
疵
が
あ
る
こ
と
を
前
提
に
、
本
件
係
争
債
権
相
当
額
の
金
員
を
過
誤
納
金
と
し
て
還
付
す
る
こ
と
を
求
め
る
給
付
の
訴
え
と
解
す
る
こ
と
が
相
当
で
あ
り
、
そ
の
適
法
性
を
否
定
す
べ
き
事
情
は
う
か
が
わ
れ
な
い
か
ら
、
適
法
な
訴
え
で
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
　
そ
し
て
、
上
記
⑵
に
よ
れ
ば
、
本
件
配
当
処
分
の
う
ち
本
件
係
争
債
権
に
係
る
部
分
に
基
づ
い
て
Ｙ
に
配
当
さ
れ
た
金
員
は
、
Ｘ
に
還
付
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
５　
以
上
と
異
な
る
見
解
の
下
に
、
Ｘ
に
よ
る
配
当
処
分
の
取
消
請
求
を
棄
却
し
、金
員
の
支
払
請
求
に
係
る
訴
え
を
却
下
し
た
原
審
の
判
断
に
は
、
判
決
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
明
ら
か
な
法
令
の
違
反
が
あ
る
。
論
旨
は
こ
の
趣
旨
を
い
う
も
の
と
し
て
理
由
が
あ
り
、
原
判
決
中
こ
れ
ら
に
関
す
る
部
分
は
破
棄
を
免
れ
な
い
。
そ
し
て
、
以
上
に
説
示
し
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
上
記
の
各
請
求
は
、
い
ず
れ
も
認
容
す
べ
き
で
あ
る
。
他
方
、
Ｘ
の
そ
の
余
の
請
求
に
関
す
る
上
告
に
つ
い
て
は
、
上
告
受
理
申
立
て
の
理
由
が
上
告
受
理
の
決
定
に
お
い
て
排
除
さ
れ
た
。」
　
以
上
の
よ
う
に
述
べ
て
、
差
し
押
さ
え
ら
れ
た
六
二
万
四
七
〇
〇
円
の
う
ち
、
延
滞
金
三
万
九
一
〇
〇
円
を
除
く
五
八
万
五
六
〇
〇
円
に
つ
き
、
Ｘ
の
請
求
を
認
め
た
。
四
、
検
　
討
⑴
　
問
題
の
所
在
　
国
民
健
康
保
険
税
を
含
む
地
方
税
の
徴
収
権
（
租
税
債
権
）
は
、
原
則
と
し
て
法
定
納
期
限
か
ら
五
年
間
行
使
し
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
時
効
に
よ
り
消
滅
す
る
（
地
方
税
法
（
以
下
、「
法
」
と
い
う
。）
一
八
条
一
項
）。
こ
の
消
滅
時
効
は
、
納
税
義
務
の
公
平
な
取
扱
い
と
画
一
的
な
事
務
処
理
の
要
請
か
ら
、
民
法
（
一
四
五
条
、
一
四
六
条
）
の
場
合
と
は
異
な
り
、
納
税
義
務
者
の
援
用
を
要
せ
ず
、
ま
た
、
そ
の
利
益
を
放
棄
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
絶
対
的
な
も
の
と
さ
れ
て
い
る
（
法
一
八
条
二
項
）。
他
方
で
、
法
一
八
条
の
二
第
一
項
は
、
時
効
中
断
事
由
と
し
て
、
納
税
告
知
、
督
促
、
交
付
要
求
の
三
つ
を
規
定
し
て
い
る
。
こ
れ
に
加
え
て
、
地
方
税
の
徴
収
権
の
時
効
に
つ
い
て
は
民
法
が
準
用
さ
れ
る
か
ら
（
法
一
八
条
三
項
）、
そ
の
消
滅
時
効
は
民
法
所
定
の
時
効
中
断
事
由
に
よ
っ
て
も
中
断
さ
れ
る
。
本
件
当
時
の
民
法（
平
成
二
九
年
法
律
第
四
四
号
に
よ
る
改
正
前
の
も
の
）
一
四
七
条
に
よ
れ
ば
、
請
求
、
差
押
え
、
承
認
で
あ
る
（
飯
島
淳
子
「
地
70岡　法（71―１）
七
〇
方
税
の
徴
収
権
に
係
る
消
滅
時
効
の
中
断
」
法
学
教
室
四
八
二
号
一
三
六
頁
、
今
村
隆
「
租
税
判
列
速
報
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
五
五
三
号
一
〇
～
一
一
頁
同
旨
）。
　
本
件
租
税
債
権
の
消
滅
時
効
は
、
平
成
二
三
年
一
月
二
六
日
に
な
さ
れ
た
督
促
に
よ
り
リ
セ
ッ
ト
し
、
同
日
か
ら
起
算
し
て
一
〇
日
を
経
過
し
た
同
年
二
月
五
日
か
ら
新
た
に
進
行
し
て
い
た
と
こ
ろ
（
法
一
八
条
の
二
第
一
項
二
号
）、
そ
の
後
、
平
成
二
九
年
一
月
一
〇
日
に
滞
納
処
分
が
さ
れ
る
ま
で
に
約
五
年
一
一
か
月
が
経
過
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
間
に
何
ら
か
の
時
効
中
断
事
由
が
存
在
す
る
か
否
か
が
本
件
の
主
な
争
点
で
あ
る
（
近
藤
卓
也
「
納
税
義
務
承
継
通
知
の
時
効
中
断
効
（
消
極
）」
新
・
判
例
解
説W
atch
◆
行
政
法
二
一
四
号
二
頁
、
文
献
番
号z18817009-00-
022141934
）。
　
な
お
、
平
成
二
九
年
の
民
法
（
債
権
関
係
）
改
正
に
よ
り
、「
中
断
」
に
つ
い
て
は
「
更
新
」
と
「
完
成
猶
予
」
に
変
更
さ
れ
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
地
方
税
の
消
滅
時
効
に
か
か
る
文
言
に
つ
い
て
も
同
様
の
修
正
が
加
え
ら
れ
て
い
る
（
民
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
一
一
〇
条
）。
⑵
　
国
民
健
康
保
険
税
の
賦
課
徴
収
に
関
す
る
手
続
　
地
方
税
法
一
三
条
一
項
は
、
地
方
団
体
の
長
は
、
納
税
者
か
ら
地
方
団
体
の
徴
収
金
を
徴
収
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
文
書
に
よ
り
納
付
又
は
納
入
の
期
限
等
を
記
載
す
る
も
の
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
納
税
者
が
納
期
限
ま
で
に
国
民
健
康
保
険
税
に
係
る
地
方
団
体
の
徴
収
金
を
完
納
し
な
い
場
合
に
は
、
徴
収
吏
員
は
、
督
促
状
を
発
し
（
法
七
二
六
条
一
項
）、
滞
納
者
が
そ
の
督
促
状
を
発
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
一
〇
日
を
経
過
し
た
日
ま
で
に
完
納
し
な
い
と
き
は
、
滞
納
者
の
財
産
を
差
し
押
さ
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
る
（
法
七
二
八
条
一
項
一
号
）。
　
本
件
の
場
合
、「
Ｙ
市
長
職
務
執
行
者
は
、Ａ
に
対
し
本
件
各
決
定
を
し
た
上
で
そ
の
通
知
を
し
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
り
、
本
件
租
税
債
権
に
つ
い
て
納
付
の
告
知
を
行
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
Ａ
に
対
し
て
は
、
平
成
二
三
年
一
月
二
六
日
、
更
に
督
促
状
が
発
せ
ら
れ
て
い
る
。」
そ
う
す
る
と
、「
本
件
租
税
債
権
の
消
滅
時
効
は
、上
記
納
付
の
告
知
に
よ
り
中
断
し
、
ま
た
、
上
記
の
督
促
に
よ
り
再
度
中
断
し
た
上
、
同
日
か
ら
起
算
し
て
一
〇
日
を
経
過
し
た
時
か
ら
更
に
進
行
す
る
こ
と
と
な
る
」。Ａ
が
そ
の
一
〇
日
を
経
過
し
た
日
ま
で
に
完
納
し
な
い
と
き
に
は
、
Ｙ
は
Ａ
の
財
産
を
差
押
え
す
る
こ
と
が
で
き
た
は
ず
で
あ
る
の
に
差
押
え
を
し
て
い
な
い
。
⑶
　
相
続
に
よ
る
納
税
義
務
の
承
継
　
相
続
に
よ
り
納
税
義
務
の
承
継
が
あ
っ
た
場
合
（
法
九
条
）
に
お
い
て
、
被
相
続
人
に
対
し
て
納
付
の
告
知
、
督
促
ま
た
は
差
押
え
が
さ
れ
て
い
る
と
き
に
は
、
こ
れ
に
基
づ
き
直
ち
に
相
続
人
に
対
し
て
督
促
、
差
押
え
ま
た
は
換
価
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
改
め
て
相
続
人
に
対
す
る
納
付
の
告
知
等
を
繰
り
返
す
必
要
は
な
い
と
解
さ
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
被
相
続
人
に
督
促
を
し
た
税
額
に
つ
き
そ
の
相
続
人
に
対
し
差
押
え
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
実
務
上
、
あ
ら
か
じ
め
相
続
人
の
納
付
す
べ
き
額
に
つ
い
て
催
告
を
し
た
上
で
行
う
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
さ
れ
て
お
り
（
地
方
税
務
研
究
会
編
『
地
方
税
法
総
則
逐
条
解
説
』
八
一
頁
。
な
お
、
国
税
に
関
し
て
は
、
国
税
通
則
法
基
本
通
達
第
五
条
関
係
二
〇
に
お
い
て
同
趣
旨
の
内
容
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。）、
こ
れ
は
、
相
続
人
に
任
意
の
納
付
等
の
機
会
71 被相続人に対して既に納付又は納入の告知がされた地方団体の徴収金につき納期限を定めてその納付等を求める旨の相続人に対する通知と消滅時効の中断
七
一
を
与
え
、
そ
の
利
益
を
保
護
す
る
趣
旨
の
も
の
と
解
さ
れ
る
。
　
原
審
は
、
こ
の
点
、「
本
件
承
継
通
知
は
、
地
方
税
法
一
三
条
一
項
の
納
付
の
告
知
に
当
た
り
、
同
法
一
八
条
の
二
に
よ
り
時
効
中
断
効
が
あ
る
。」
と
判
断
し
、
Ｘ
の
請
求
を
棄
却
し
た
が
、
本
判
決
は
、
上
述
の
よ
う
に
時
効
中
断
効
を
認
め
な
か
っ
た
。
⑷
　
債
務
の
承
認
に
よ
る
時
効
中
断
　
Ｙ
は
、
平
成
二
四
年
一
月
二
四
日
に
Ｘ
が
本
件
各
決
定
に
よ
り
課
さ
れ
た
国
民
健
康
保
険
税
の
う
ち
、
平
成
二
〇
年
度
分
の
五
万
九
七
〇
〇
円
お
よ
び
同
二
一
年
度
の
四
万
一
三
〇
〇
円
を
納
付
し
た
こ
と
を
も
っ
て
、
残
余
の
税
額
に
係
る
租
税
債
務
に
つ
い
て
承
認
が
あ
っ
た
と
主
張
し
た
。
確
か
に
、
債
務
の
一
部
弁
済
は
残
額
に
つ
い
て
の
承
認
と
一
般
に
解
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
は
租
税
債
務
の
一
部
納
付
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
も
基
本
的
に
異
な
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
　
し
か
し
、
本
件
に
お
い
て
、
Ｘ
は
、
本
件
各
決
定
の
直
後
か
ら
減
免
申
請
や
取
消
訴
訟
を
す
る
な
ど
、
一
貫
し
て
本
件
各
決
定
に
よ
り
課
さ
れ
た
国
民
健
康
保
険
税
の
金
額
を
争
っ
て
い
た
。
そ
う
す
る
と
、
平
成
二
四
年
度
の
一
部
納
付
に
つ
い
て
は
、
あ
く
ま
で
Ｘ
が
自
身
に
お
い
て
適
切
と
考
え
た
税
額
を
と
ら
え
る
の
が
自
然
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
も
っ
て
残
り
の
租
税
債
務
ま
で
承
認
し
た
と
評
価
す
る
こ
と
は
お
よ
そ
妥
当
で
は
な
い
。
第
一
審
も
こ
の
点
に
着
目
し
て
Ｙ
の
主
張
を
斥
け
た
。
控
訴
審
、
上
告
審
も
こ
の
点
は
同
様
で
あ
っ
た
（
近
藤
・
前
掲
三
頁
）。
●
本
判
決
で
の
部
分
　
「
Ｘ
が
、
本
件
各
決
定
の
取
消
訴
訟
を
提
起
す
る
な
ど
、
一
貫
し
て
本
件
各
決
定
に
お
け
る
税
額
を
争
っ
て
い
た
こ
と
に
照
ら
し
、
平
成
二
四
年
納
付
の
際
、
そ
の
時
に
納
付
し
な
か
っ
た
本
件
係
争
債
権
に
係
る
滞
納
金
に
つ
き
債
務
の
承
認
を
し
た
も
の
と
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
は
、
原
審
の
説
示
す
る
と
お
り
で
あ
り
」
と
判
示
し
て
お
り
、
第
一
審
、
原
審
の
判
断
を
支
持
し
て
い
る
。
⑸
　
納
付
ま
た
は
納
入
に
関
す
る
告
知
に
よ
る
時
効
中
断
ア
）
前
記
の
と
お
り
、
地
方
税
法
に
お
い
て
は
納
付
又
は
納
入
に
関
す
る
告
知
が
地
方
税
の
徴
収
権
の
時
効
中
断
事
由
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
国
税
に
お
い
て
も
「
納
税
に
関
す
る
告
知
」
が
、
ま
た
、
国
の
会
計
に
関
す
る
一
般
法
で
あ
る
会
計
法
に
お
い
て
も
、「
納
入
の
告
知
」
が
、
そ
れ
ぞ
れ
時
効
中
断
効
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
会
計
法
に
お
け
る
納
入
の
告
知
に
時
効
中
断
効
が
認
め
ら
れ
て
い
る
理
由
に
つ
い
て
は
、
納
入
の
告
知
が
、
法
令
の
規
定
に
よ
り
一
定
の
手
続
と
形
式
を
要
し
、
公
正
慎
重
に
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
十
分
に
確
実
性
の
あ
る
も
の
で
あ
り
、私
人
が
行
う
催
告
の
よ
う
な
非
形
式
的
請
求
と
は
異
な
り
、
裁
判
上
の
手
続
に
比
べ
て
必
ず
し
も
軽
視
で
き
な
い
公
の
手
続
行
為
で
あ
る
こ
と
に
基
づ
く
な
ど
と
説
明
さ
れ
て
お
り
（
青
木
孝
徳
編
『
平
成
二
七
年
改
訂
版　
会
計
法
精
解
』
七
一
〇
頁
等
）、
こ
の
こ
と
は
、
地
方
税
法
に
お
け
る
納
付
又
は
納
入
に
関
す
る
告
知
に
も
同
様
に
当
て
は
ま
る
も
の
と
い
え
る
（
今
村
・
前
掲
一
一
頁
は
従
来
の
国
税
実
務
等
を
確
認
す
る
も
の
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。）。
た
だ
し
、
原
判
決
は
、「
平
成
二
四
年
一
〇
月
二
五
日
に
さ
れ
た
本
件
承
継
通
知
は
、
地
方
税
法
一
三
条
一
項
の
納
付
の
告
知
に
当
た
り
、
同
法
一
八
条
の
二
に
よ
り
時
効
中
断
効
が
あ
る
。」
と
述
べ
、
こ
れ
ら
の
見
解
と
結
論
を
異
に
し
て
い
る
。
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七
二
　
こ
の
点
、
本
判
決
が
次
の
よ
う
に
述
べ
て
、
従
来
の
多
数
説
を
支
持
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
地
方
団
体
の
長
は
、
納
税
者
又
は
特
別
徴
収
義
務
者
か
ら
地
方
団
体
の
徴
収
金
を
徴
収
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
こ
れ
ら
の
者
に
対
し
、
納
付
又
は
納
入
す
べ
き
金
額
、
納
付
又
は
納
入
の
期
限
等
を
記
載
し
た
文
書
に
よ
り
納
付
又
は
納
入
の
告
知
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
（
地
方
税
法
一
三
条
一
項
）。
そ
し
て
、
徴
税
吏
員
は
、
納
税
者
等
が
納
期
限
ま
で
に
地
方
団
体
の
徴
収
金
を
完
納
し
な
い
場
合
に
は
、
督
促
状
を
発
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
（
同
法
七
二
六
条
一
項
等
）、
さ
ら
に
、
督
促
を
受
け
た
滞
納
者
が
そ
の
督
促
状
の
発
せ
ら
れ
た
日
か
ら
起
算
し
て
一
〇
日
を
経
過
し
た
日
ま
で
に
こ
れ
を
完
納
し
な
い
と
き
に
は
、
滞
納
者
の
財
産
を
差
し
押
さ
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
（
同
法
七
二
八
条
一
項
一
号
等
）。
こ
の
よ
う
に
、
地
方
団
体
の
徴
収
金
の
徴
収
に
つ
い
て
段
階
的
な
手
続
が
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
る
と
、
同
法
に
お
い
て
、
税
額
等
が
確
定
し
、
そ
の
徴
収
手
続
と
し
て
納
付
又
は
納
入
の
告
知
が
さ
れ
た
地
方
団
体
の
徴
収
金
に
関
し
、
再
度
同
告
知
が
さ
れ
る
こ
と
は
予
定
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
　
ま
た
、
地
方
団
体
の
長
に
よ
る
納
付
又
は
納
入
に
関
す
る
告
知
は
、
私
人
に
よ
る
催
告
と
は
異
な
り
、
地
方
団
体
の
徴
収
金
に
関
す
る
徴
収
手
続
の
第
一
段
階
と
し
て
、
法
令
の
規
定
に
基
づ
き
一
定
の
手
続
と
形
式
に
従
っ
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
同
法
一
八
条
の
二
第
一
項
一
号
は
、
こ
れ
に
つ
い
て
特
に
消
滅
時
効
を
中
断
す
る
効
力
を
認
め
る
こ
と
と
し
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。」。
イ
）
Ｙ
は
、
Ａ
に
対
し
て
納
付
の
告
知
（
本
件
各
決
定
の
通
知
）
及
び
督
促
を
し
た
後
、
そ
の
相
続
人
で
あ
る
Ｘ
に
対
し
本
件
承
継
通
知
に
よ
り
改
め
て
納
付
の
告
知
を
し
た
も
の
で
、
こ
れ
に
よ
り
時
効
中
断
効
が
生
じ
た
と
主
張
し
て
い
る
。
そ
も
そ
も
本
件
承
継
通
知
が
Ｘ
に
対
す
る
納
付
の
告
知
の
趣
旨
で
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
の
か
に
つ
い
て
疑
問
も
あ
る
が
、
仮
に
こ
れ
が
納
付
の
告
知
と
し
て
の
形
式
を
備
え
て
い
る
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
再
度
の
告
知
に
時
効
中
断
効
が
認
め
ら
れ
る
か
が
問
題
と
な
る
。
　
こ
の
点
に
つ
い
て
明
示
的
に
述
べ
た
文
献
や
裁
判
例
等
は
従
来
見
当
た
ら
な
か
っ
た
が
、
会
計
法
上
の
納
入
の
告
知
に
関
し
て
は
、
一
回
限
り
行
い
得
る
も
の
で
あ
り
、
二
度
以
上
の
納
入
の
告
知
は
、
単
な
る
催
告
に
過
ぎ
ず
、
そ
れ
自
体
で
は
時
効
中
断
の
効
力
は
生
じ
な
い
と
一
般
に
解
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
（
兵
頭
広
治
『
逐
条
会
計
法
概
説
』
三
二
六
頁
等
）。
　
本
判
決
も
、
上
記
ア
で
引
用
し
た
部
分
の
直
後
に
「
こ
の
よ
う
な
同
号
の
趣
旨
を
も
併
せ
考
慮
す
る
と
、
同
号
に
基
づ
く
時
効
中
断
の
効
力
は
、
最
初
に
行
わ
れ
た
納
付
又
は
納
入
の
告
知
に
つ
い
て
の
み
生
じ
、そ
の
後
、
再
度
同
様
の
通
知
が
さ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
の
通
知
は
単
な
る
催
告
と
し
て
の
効
力
を
有
す
る
に
と
ど
ま
る
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。」と
述
べ
て
お
り
、
同
様
の
見
解
を
採
用
し
て
い
る
（
近
藤
・
前
掲
三
頁
、
飯
島
・
前
掲
一
三
六
頁
、今
村
・
前
掲
一
一
頁
も
こ
の
点
支
持
し
て
い
る
。）。
●
参
考
裁
判
例
⑴
：
福
岡
高
判
昭
和
三
二
年
七
月
三
一
日
・
訟
務
月
報
三
巻
七
号
四
三
頁
　
納
入
告
知
を
為
す
べ
き
時
期
に
つ
き
こ
れ
を
制
限
し
た
規
定
は
存
し
な
い
か
ら
、
診
療
の
行
わ
れ
た
日
よ
り
遙
か
に
遅
れ
て
為
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
も
な
お
適
法
な
納
入
告
知
と
し
て
有
効
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
納
入
告
知
は
そ
れ
ぞ
れ
会
計
法
第
三
十
二
条
に
よ
り
時
効
中
断
の
効
力
を
生
じ
た
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
も
っ
と
も
国
立
別
府
病
院
の
職
員
が
各
納
入
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七
三
告
知
に
前
後
し
て
Ｙ
に
対
し
随
時
文
書
又
は
口
頭
を
も
つ
て
屡
々
本
件
診
療
費
支
払
の
督
促
を
為
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
弁
論
の
全
趣
旨
に
よ
り
こ
れ
を
推
認
す
る
に
難
く
な
く
、
殊
に
昭
和
二
十
六
年
十
二
月
二
十
五
日
頃
Ｙ
方
に
お
い
て
Ｙ
に
対
し
口
頭
に
よ
る
督
促
が
為
さ
れ
そ
の
際
債
務
確
認
書
が
作
成
さ
れ
た
こ
と
は
さ
き
に
認
定
し
た
通
り
で
あ
る
。
そ
し
て
納
入
告
知
が
時
効
中
断
の
効
力
を
生
ず
る
の
は
最
初
為
さ
れ
た
そ
れ
に
限
る
の
で
あ
っ
て
、
仮
に
所
定
の
形
式
に
従
っ
て
再
度
以
上
の
納
入
告
知
が
為
さ
れ
て
も
、
そ
れ
は
最
早
時
効
中
断
の
効
力
を
生
じ
な
い
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
　
こ
の
裁
判
例
は
、
本
判
決
と
同
趣
旨
の
も
の
と
い
え
る
。
●
参
考
裁
判
例
⑵
：
最
判
昭
和
四
三
年
六
月
二
七
日
・
民
集
二
二
巻
六
号
一
三
七
九
頁
、
判
例
タ
イ
ム
ズ
二
二
七
号
一
五
八
頁
、
金
融
法
務
事
情
五
一
八
号
二
五
頁
　
徴
税
機
関
が
、
未
納
国
税
額
に
つ
き
納
付
を
催
告
し
、
そ
の
後
六
か
月
内
に
差
押
等
の
手
続
を
と
っ
た
と
き
は
、民
法
一
五
三
条
の
準
用
に
よ
り
、
国
税
徴
収
権
の
消
滅
時
効
は
中
断
さ
れ
る
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
　
こ
の
判
例
は
、「
催
告
」
を
行
っ
た
後
、
国
税
徴
収
法
に
基
づ
く
差
押
え
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
先
行
す
る
暫
定
的
請
求
を
行
っ
た
後
、
後
行
に
確
定
的
請
求
を
行
っ
た
も
の
あ
り
、
私
的
な
法
律
で
あ
る
民
法
を
準
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
他
方
、
本
判
決
の
事
案
は
、
二
度
目
の
告
知
で
あ
る
相
続
人
へ
の
承
継
通
知
に
時
効
中
断
効
が
あ
る
か
な
い
か
議
論
し
、
後
行
の
確
定
的
請
求
が
存
在
し
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
本
件
と
は
事
案
を
異
に
し
て
い
る
と
い
え
る
。
⑹
　
差
押
処
分
及
び
配
当
処
分
の
取
消
し
を
求
め
る
訴
え
の
可
否
　
本
件
の
よ
う
な
債
権
差
押
処
分
の
取
消
し
に
係
る
訴
え
の
利
益
に
つ
き
、
本
件
下
級
審
も
含
め
て
、
裁
判
例
の
大
勢
は
こ
れ
を
否
定
す
る
（
東
京
地
判
平
二
八
・
九
・
二
三
判
例
地
方
自
治
四
二
八
号
七
四
頁
、
前
橋
地
判
平
三
〇
・
二
・
二
八
判
例
地
方
自
治
四
三
八
号
四
六
頁
等
。肯
定
例
と
し
て
、
大
津
地
判
平
三
一
・
二
・
七
判
例
タ
イ
ム
ズ
一
四
七
〇
号
四
一
頁
が
あ
る
。）。
債
権
差
押
処
分
は
、
第
三
債
務
者
に
対
し
て
処
分
を
禁
止
す
る
と
と
も
に
、
差
押
債
権
の
取
立
て
を
可
能
に
す
る
と
い
っ
た
法
的
効
果
（
国
税
徴
収
法
六
二
条
二
項
、
六
七
条
一
項
）
を
有
す
る
が
、
こ
れ
ら
は
差
押
債
権
の
取
立
て
が
完
了
し
た
時
点
で
消
滅
す
る
し
、
他
に
差
押
処
分
を
理
由
に
滞
納
者
を
法
律
上
不
利
益
に
扱
う
法
令
の
規
定
も
存
在
し
な
い
か
ら
で
あ
る
（
近
藤
・
前
掲
二
頁
）。
　
次
に
、
配
当
処
分
の
取
消
し
に
係
る
訴
え
の
利
益
に
つ
き
、
Ｙ
は
、
配
当
が
完
了
す
る
と
配
当
処
分
の
効
力
は
消
滅
す
る
か
ら
、
配
当
処
分
の
取
消
し
を
求
め
る
訴
え
の
利
益
は
な
い
と
主
張
し
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
、
第
一
審
は
次
の
よ
う
に
判
示
し
て
こ
れ
を
肯
定
す
る
（
控
訴
審
も
同
様
）。
す
な
わ
ち
、
配
当
「
処
分
の
内
容
に
は
、･･･
中
略･･･
滞
納
者
に
対
し
て
交
付
す
べ
き
残
余
の
金
銭
の
存
否
を
決
定
す
る
と
い
う
部
分
も
含
ま
れ
、
配
当
処
分
は
、
強
制
徴
収
手
続
に
お
け
る
換
価
代
金
等
の
帰
属
先
を
決
定
す
る
と
い
う
法
的
効
果
を
有
す
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。･･･
中
略･･･
強
制
徴
収
手
続
が
終
了
し
て
い
る
と
し
て
も
、
滞
納
者
に
対
す
る
配
当
処
分
の
上
記
の
よ
う
な
法
的
効
果
が
失
わ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
」。同
種
の
裁
判
例
が
配
当
処
分
の
法
的
効
果
が
な
く
な
っ
た
こ
と
を
前
提
に
「
回
復
す
べ
き
法
律
上
の
利
益
」（
行
政
事
件
訴
訟
法
九
条
一
項
か
っ
こ
書
き
）
の
有
無
を
検
討
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
法
的
効
果
の
存
続
に
着
目
し
て
い
る
74岡　法（71―１）
七
四
点
が
特
徴
的
で
あ
る
（
近
藤
・
前
掲
三
頁
）。
　
本
判
決
は
、
そ
の
理
由
は
明
示
し
て
い
な
い
が
、
訴
え
の
利
益
が
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
も
の
と
解
さ
れ
、
こ
の
点
に
お
い
て
注
目
さ
れ
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
⑺
　
終
わ
り
に
　
本
判
決
は
、
被
相
続
人
に
対
し
て
既
に
納
付
又
は
納
入
の
告
知
が
さ
れ
て
い
る
地
方
団
体
の
徴
収
金
に
つ
き
、
相
続
人
に
対
し
改
め
て
納
期
限
等
を
定
め
て
そ
の
納
付
等
を
求
め
る
旨
の
通
知
が
さ
れ
た
場
合
に
、
地
方
税
法
一
八
条
の
二
第
一
項
一
号
に
基
づ
く
時
効
中
断
効
が
生
ず
る
か
と
い
う
点
に
関
し
、
最
高
裁
と
し
て
初
め
て
判
断
を
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
実
務
上
も
理
論
上
も
重
要
な
意
義
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
